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1.はじめに

　夏季の外気温は年々増加傾向にあり、名古屋市では8
月の平均気温が30℃に迫る勢いとなっている（第1図）。
全国の公立小中学校では、空調の導入が急速に進んでい
るが、空調の使用ルールは明確に決められていないこと
が多い。室温が28℃を超えたら空調をONにしたり、ラ
ンチタイムはOFFにしたりと、学校では省エネに対する
意識が強く、控えめに空調を使用している例がよくみら
れる。子どもたちに学習のしやすさや活動状況等に応じ
て、環境制御をすることが望ましい。

　そこで、三重県の公立小中学校を対象として、教室内
の温熱環境の実測調査およびアンケート調査を行った。
これよりSET*（標準有効温度）と児童・生徒の温熱環境
満足度、許容度、集中度、学習意欲の関係性を明らかに
し、活動目的に応じたSET*設定目標値を検討すること
を目的とする。

　本研究では三重県某市の公立小中学校を対象として調
査を行った。当該地域では一部の学校のみ空調が導入さ
れている。本調査では学校の立地、空調の有無、児童・生
徒数を考慮し、夏季は小学校4校、中学校3校、冬季は小
学校3校、中学校2校を調査対象として選定した。
　測定項目は、外気温、教室気温、湿度、CO2濃度で、10
分間隔で測定した。温湿度計、CO2濃度計は教室内のロ
ッカーの上に設置した。実測期間は2017年6月1日～ 7

月20日（夏季）と2018年1月9日～ 2月9日（冬季）であ
る。その内の授業がある期間を対象とし、夏季は平日35
日間、冬季は24日間を分析した。
　アンケート調査は夏季、冬季それぞれ2回帰りの会の
時間に実施した。回答者数は、6月9日は小学生285人、中
学生365人、7月14日は小学生291人、中学生355人、1
月29日は小学生254人、中学生203人、2月9日は小学生
260人、中学生216人であった。アンケートの内容は個人
情報として性別、年齢、着衣量で、温熱環境の評価として
温冷感、満足度、許容度、集中度、学習意欲を調査した注（1）。

　第2図は夏季、第3図は冬季のアンケート実施日におけ
る教室の平均気温を示す（8～ 16時の平均値）7月はど
の学校も30℃前後であり山間部の学校は中心部に比べ
て教室温度が少し低かった。教室の最高気温において旧
学校環境衛生基準文（1）注（2）の上限値30℃を超えていたの
は空調が導入されているT小以外の中心部4校であった。

3.温熱環境実測調査の結果

第1図　名古屋市の外気温推移（8月）

第3図　アンケート実施日の教室平均気温（冬季）

第2図　アンケート実施日の教室平均気温（夏季）
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2.調査概要
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山間部では暖房が使用されていたため1、2月においては
中心部に比べて気温が高かった。最低気温は5校とも学
校環境衛生基準の下限値10℃を下回っていた。

　第4図に夏季、冬季の温冷感の分布を示す。それぞれア
ンケート実施日の代表としての7月14日と2月9日の結
果を示す。7月はどの学校も四分位範囲が「2」（暑い）か
「3」（暑すぎる）の範囲にあった。また、中学生は小学生
に比べて「暑い」の方に偏っていた。これは夏季の平均
着衣量が小学生は0.28clo、中学生が0.4cloであったこ
とが原因である。一方、2月は、平均着衣量は小学校が
0.92clo、中学校が0.86cloであり、暖房器具があるI中を
除いた中学校は小学校に比べて寒い側に偏っていた。

　実測調査とアンケートで得られたデータをもとに、
SET*文（2）と教室温熱環境の心理評価の関係を明らかにす
る。ここでは調査人数が多いD小、T小、K中、W中のみを分
析対象とした。SET*は教室内の気温と相対湿度はアンケ
ート実施日の15時～ 16時の平均値、着衣量はアンケート
による推定値、風速は0.1m/s、代謝量は1met（いす座安
静）、平均放射温度は教室内の気温＋2℃として計算した。
　第5図にSET*と温熱環境満足度および許容度との分
布図を示す。満足度と許容度の割合はアンケートで　
「-1」（やや不満である、我慢できない）以下を答えた人
数を回答者数で除した割合で表す。「不満」、「我慢できな
い」（アンケートで「-1」以下を答えた人）と答えた人の
割合が50％以下のSET*は満足度では18.2℃以上26.4
℃以下、許容度は14.4℃以上29.8℃以下であった。最も
不満度が低いSET*は22.3℃、許容度は22.1℃であった。
　第6図にSET*と集中度および学習意欲の分布図を示
す。集中度、学習意欲が低下している人の割合はアンケ
ートで「-1」（やや低下する）以下を答えた人数を回答者
数で除した割合で表す。「低下する」（アンケートで「-1」
以下を答えた人）と答えた人の割合が50％以下のSET*
は集中度では18℃以上25.9℃以下、学習意欲は15.6℃

以上27.6℃以下であった。最も集中度が低下する人の割
合が低いSET*は21.8℃、学習意欲は21.6℃であった。

　夏季の室温28℃が1つの目標として運用されているこ
とが多いが、現状では、空調がまだ導入されていない学
校や、運用されていた場合も控えめに使用しており、28
℃を超える例が見られている。また、本結果から学習意
欲の向上、集中力を高める環境を求める場合、室温を28
℃よりもさらに下げることも必要がある。今後、教室の
使用目的、活動状況に応じた空調の運用方法に関してマ
ニュアル化が必要であろう。

6.おわりに

4.児童・生徒による教室内温熱環境の評価結果

5.温熱環境の心理評価とSET*の分析

第4図　温冷感箱ひげ図（左6/9夏季、右2/9冬季）

第5図　SET*と満足度・許容度の関係

第6図　SET*と集中度・学習意欲の関係
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注
（1） 温冷感、満足度、集中度、学習意欲は-3～ 3の7段階評価、許容度は-2～ 2の5段

階評価で表す。
（2） 2018/4/2に学校環境衛生基準の一部が改正され、基準値が改正されたが、今回

は実測時の一部改正前の基準を用いる。
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